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書評      北 克一 
ケヴィン・ケリー著,  服部桂訳 
『テクニウム‐テクノロジーはどこへ向
かうのか？』 
みすず書房,  2014,6. 



























































































第 I部 起源 
 第 2章  われわれ自身を発明する 
第 3章  第七界の歴史 
第 4章  エクソロピーの興隆 
第 II部 
第 5章  深い歩み 
第 6章  定められた実現 
第 7章  収束 
第 8章  テクノロジーに耳を傾ける 
第 9章  必然性を選択する 
第 III部 
第 10章  ユナボナーは正しかった 
第 11章  アーミッシュのハッカーから学んだこ     
     と 
第 12章  自立共生を求めて 
第 IV部 
第 13章 テクノロジーの軌跡 
第 14章  無限ゲームを遊ぶ 

































































                                                          

























[参照: 2015年 5月 6日] 
ちなみに、「サブカルチャー論（第四回）」も参照。 
スティーブ・ジョブス スタンフォード大学卒業





















































[参照: 2015年 5月 6日] 
iv 本屋: Book & Beer  








[確認：2015年 5月 6日] 








[参照: 2015年 5月 6日] 
vii W.ブライアン・アーサー著『テクノロジーとイノ
ベーション：進化/生成の理論』みすず書房, 2011.9. 
同書帯より；新技術はどこから生まれ、どこへ行
くのか？＜ポジティブ・フィールドバック＞、＜収
穫逓増＞。＜ロックイン＞などの新概念を経済学に
導入し、テクノロジーに依存した産業の振る舞いを
的確に描写。 
 
